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一般会計歳出（目的別）

会計名 平成 28 年度予算額（千円）前年度からの増減額（千円）増減率（％）
一 般 会 計 34,000,000 140,000 0.4
特 別 会 計 28,177,162 72,865 0.3

国民健康保険事業勘定 16,314,414 ▲ 228,174 ▲ 1.4
土 地 取 得 154,612 ▲ 12,924 ▲ 7.7
部 落 有 財 産 700 59 9.2
介 護 保 険 9,956,425 267,198 2.8
後期高齢者医療 1,751,011 46,706 2.7

公営企業会計 10,306,678 2,107,905 25.7
水道事業会計 4,641,945 683,165 17.3
下水道事業会計 5,664,733 1,424,740 33.6

合計 72,483,840 2,320,770 3.3

年度末市債残高の推移

平成 26 年度決算額 642 億 4,400 万円

平成 27 年度見込額 646 億 4,700 万円

平成 28 年度見込額 644 億 2,400 万円

年度末基金総合計残高の推移

平成 26 年度決算額 88 億 9,300 万円

平成 27 年度見込額 82 億 3,500 万円

平成 28 年度見込額 79 億 6,300 万円

一般会計歳入

市債・基金残高 会計別予算

一 般 会 計 340 億円
特 別 会 計 281 億 7,716 万 2 千円
公営企業会計 103 億 667 万 8 千円

総額 724 億 8,384 万円
※数値は各項目ごとに四捨五入などの調整をしています。

平成28年度
河内長野市の予算

問い合わせ　財政課

※予算の詳細は、情報センターや市ホームページなどで
閲覧できます。
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市民１人当たりの借金

  298,700 円
市民１人当たりの予算
310,400 円

市民１人当たりの貯金    
58,400 円

１世帯当たりの予算
718,800 円

平成 27 年 12 月末現在
人　口：109,545 人
世帯数： 47,304 世帯

平
成
28
年
度
予
算
の
状
況

　

こ
こ
で
は
、
平
成
28
年
度
予
算
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
３
つ
に
大

き
く
分
か
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
あ
わ

せ
た
総
額
は
７
２
４
億
8
３
８
４
万

円
で
前
年
度
と
比
較
す
る
と

23
億
２
０
７
７
万
円
、率
に
し
て
３
・

３
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は

３
４
０
億
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

1
億
4
０
０
０
万
円
、率
に
し
て
０
・

４
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
民
１
人
当
た
り
の

予
算
・
借
金
・
貯
金
は

　

市
民
１
人
当
た
り
に
置
き
換
え

た
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
な

ど
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

使
用
用
途
で
一
番
多
い
の
は
、

「
高
齢
者
、
児
童
の
福
祉
な
ど
」
で

次
い
で
「
ご
み
の
処
理
や
病
気
予

防
な
ど
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
１
人
当
た
り
に
使

わ
れ
る
予
算
は
31
万
４
０
０
円
で

前
年
度
に
比
べ
て
３
８
０
０
円
の
増

加
、
市
債
残
高
は
29
万
8
７
０
０

円
で
前
年
度
と
比
べ
て
３
７
０
０
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
用
語
の
解
説

●
一
般
会
計
と
特
別
会
計

　

一
般
会
計
と
は
、
市
の
予
算

の
中
心
と
な
る
会
計
で
、
行
政

運
営
の
た
め
の
基
本
的
な
経
費

が
含
ま
れ
ま
す
。
一
方
、
特
別

会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
な
ど

特
定
事
業
の
歳
入
歳
出
を
一
般

会
計
と
区
別
し
て
処
理
す
る
た

め
の
会
計
で
す
。

●
市
債

　

建
設
事
業
な
ど
の
資
金
と
し

て
、
国
や
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
る

も
の
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
減

収
に
よ
る
財
源
不
足
を
補
う
た

め
な
ど
に
も
発
行
さ
れ
ま
す
。

●
基
金

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産

を
維
持
し
た
り
、
資
金
を
積
み

立
て
た
り
す
る
た
め
に
設
け
る

も
の
で
す
。

●
地
方
交
付
税

　

全
国
の
市
町
村
が
同
じ
水
準

の
行
政
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
財

政
運
営
の
均
衡
を
と
る
た
め
に
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

●
国
庫
（
府
）
支
出
金

　

国
や
府
が
、
市
な
ど
に
対
し

て
支
出
す
る
使
途
を
特
定
し
た

お
金
で
、
補
助
金
や
交
付
金
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

●
繰
入
金
と
繰
出
金

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基

金
の
間
で
相
互
に
支
出
さ
れ
る

経
費
で
、
他
の
会
計
か
ら
そ
の

会
計
に
資
金
が
移
さ
れ
る
場
合

が
「
繰
入
」、
他
の
会
計
に
資

金
を
移
す
場
合
を
「
繰
出
」
と

い
い
ま
す
。

■民生費 135,700 円
高齢者、児童の福祉などに

■衛生費　41,500 円
ごみの処理や病気の予防などに

■総務費　34,100 円
情報化や自治の推進のために

■教育費　28,500 円
学校や公民館、図書館などに

■公債費 26,900 円
借金の返済のために

■土木費 23,700 円
道路や河川、公園の整備などに

■消防費 10,600 円
消防活動や防災のために

■その他　9,400 円
農林業費などに

市民１人（１世帯）当たりの平成 28 年度一般会計予算

市民１人当たりの予算の使用用途 ◉魅力あるまちづくりのために◉
　本市の財政を取り巻く環境は、少子高齢化・
人口減少に伴い市税収入が減少し、社会保障関
係経費は年々増加しています。さらに、人口増
加期に建設した市内の公共施設の老朽化対策関
係経費の増加が見込まれます。
　このような財政環境の中で、今後も継続的に
魅力あるまちづくりを行う必要があるため、定
住転入の促進や産業振興などにより市税の増加
を図るなど、さらなる歳入の確保に努めます。
　歳出面では引き続き、効率的・効果的な行政
運営に努めるとともに、既存施策・事業を見直
し、新たな住民ニーズに対応した施策や事業に
組み換えていくことで本市の発展に向けたまち
づくりを展開しています。
　具体的には、平成 28 年度から実施する第 5
次総合計画（実施計画）、地方創生に向けた総
合戦略、公共施設の老朽化対策関係経費、シス
テム更新などのＩＴ経費などに対応するため、
限られた財源、人材、ストックを組み換えるな
ど、庁内・民間連携を図りながら、最大の効果
を生み出す予算編成に努めました。

今月の焦点◉平成28年度予算


